
　
経
済
産
業
省
・
中
小
企
業

庁
は
、
革
新
的
な
製
品
開
発

や
創
造
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
行

っ
て
い
る
「
が
ん
ば
る
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
３
０

０
社
」
を
選
定
し
た
。

　
県
内
か
ら
は
、
泉
橋
酒
造

（
海
老
名
市
）
、
永
進
テ
ク

ノ
（
相
模
原
市
緑
区
）
、
エ

ル
・
シ
ー
ア
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

（
横
浜
市
戸
塚
区
）
、
メ
ー

カ
ー
ズ
シ
ャ
ツ
鎌
倉
（
鎌
倉

市
）
の
４
社
が
決
ま
っ
た
。

　
永
進
テ
ク
ノ
は
青
工
研
の

会
員
企
業
。
米
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
を
機
に
脱
下
請
け

を
進
め
、
自
社
製
品
と
な
る

工
作
機
械
向
け
浮
遊
物
・
浮

上
油
回
収
装
置
を
開
発
。
国

内
外
で
の
販
売
を
拡
大
し
て

い
る
。

　
青
工
研
は
原
則
４
２
歳
以

下
の
現
役
経
営
者
、
経
営
者

候
補
で
組
織
さ
れ
る
商
工
会

議
所
の
下
部
組
織
。
会
員
企

業
が
青
工
研
で
の
活
動
を
通

じ
、
経
営
者
と
し
て
の
成
長

や
自
社
の
経
済
的
地
位
の
向

上
に
つ
な
げ
る
こ
と
な
ど
を

目
標
と
し
て
い
る
。
　

　
同
会
の
出
身
企
業
は
１
５

０
社
に
の
ぼ
る
。
会
員
企
業

や
Ｏ
Ｂ
企
業
は
、
強
い
結
束

力
を
持
っ
て
い
る
と
さ
れ
て

お
り
、
こ
う
し
た
工
業
団
体

は
、
県
内
で
も
珍
し
い
存
在

と
い
う
。

　
10
日
に
開
か
れ
た
通
常
総

会
で
は
、
会
員
ほ
ぼ
全
員
が

参
加
。
昨
年
度
の
渡
邊
将
文

会
長
で
の
活
動
を
振
り
返
る

と
と
も
に
、
新
年
度
の
活
動

方
針
な
ど
を
説
明
。
会
員
か

ら
は
多
数
質
問
も
寄
せ

ら

れ
、
白
熱
し
た
総
会
と
な
っ

た
。

　
新
年
度
は
河
野
崇
会

長

（
河
野
製
作
所
社
長
）
を
筆

頭
に
、
鈴
木
道
雄
氏
（
永
進

テ
ク
ノ
社
長
）
、
横
江
利
夫

氏
（
旭
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
社

長
）
の
両
氏
が
副
会
長
、
監

事
に
は
大
塚
正
浩
氏
（
大
塚

鉄
工
所
社
長
）
、
古
川
弘
司

氏
（
フ
ァ
ク
タ
ー
社
長
）
が

務
め
る
。

　
ま
た
、
会
員
拡
大
理
事
に

は
稲
場
純
氏
（
リ
ガ
ル
ジ
ョ

イ
ン
ト
社
長
）
、
渉
外
理
事

は
大
峰
英
一
氏
（
タ
イ
ホ
ー

社
長
）
、
財
務
理
事
に
新
海

肇
氏
（
新
海
製
作
所
社
長
）
。

　
担
当
理
事
に
は
酒
巻
利
光

氏
（
テ
ク
ノ
フ
ロ
ン
テ

社

長
）
、
原
田
真
弥
氏
（
原
田

製
作
所
社
長
）
、
中
村
勝
彦

氏
（
中
村
電
機
社
長
）
、
馬

本
伸
行
氏
（
日
本
テ
ク
ノ
取

締
役
）
が
担
当
す
る
。

　
河
野
会
長
は
今
年
度
の
統

一
テ
ー
マ
・
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

「
選
択
と
集
中
～
経
営
環
境

の
変
化
に
対
応
し
ろ
～
」
を

掲
げ
た
。

　
河
野
会
長
は
あ
い
さ
つ
で

「
５
年
後
の
東
京
五
輪
開
催

を
控
え
て
、
好
景
気
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
経

営
環
境
が
激
し
く
変
化
す
る

時
代
の
中
で
我
々
中
小
企
業

に
と
っ
て
は
ま
だ
ま
だ
厳
し

い
環
境
が
続
い
て
い
る
。
油

断
し
て
い
る
と
自
社
や
業
界

自
体
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う

状
況
も
起
き
て
い
る
」
と
中

小
企
業
の
現
状
に
つ
い
て
触

れ
た
。

　
そ
の
上
で
「
経
営
環
境
の

変
化
が
激
し
い
時
代
の

中

で
、
こ
の
好
景
気
の
波
を
し

っ
か
り
捉
え
る
為
に
自
ら
の

事
業
を
見
つ
め
直
し
、
強
み

を
選
択
し
、
足
場
を
固
め
る

事
に
集
中
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
は
な
い
か
と
思
う
」

と
強
調
し
て
い
た
。

　
終
了
後
に
は
懇
親
会
も
催

さ
れ
た
。
90
人
以
上
が
出
席

し
、
「
河
野
新
体
制
」
の
門

出
を
祝
っ
て
い
た
。
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河野新体制が始動
相模原市青年工業経営研究会

15
年
度
の
統
一
テ
ー
マ

「
選
択
と
集
中
」
掲
げ
る

通
常
総
会
・
懇
親
会

がんばる中小企業

永進テクノ認定

青工研の会員企業

　
42
歳
以
下
の
若
手
経
営
者
で
構
成
さ
れ
る
、
相
模
原
市
青
年
工
業
経
営
研
究
会
（
青
工

研
）
の
今
年
度
の
新
体
制
が
発
足
し
た
。
10
日
に
市
立
産
業
会
館
（
中
央
区
中
央
）
で
開

か
れ
た
通
常
総
会
で
新
体
制
が
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
日
に
は
懇
親
会
も
催
さ
れ
、
市

内
産
業
界
や
関
係
者
80
人
以
上
が
出
席
。
か
つ
て
青
工
研
で
学
ん
だ
経
験
の
あ
る
工
業
部

会
所
属
企
業
の
経
営
者
を
は
じ
め
、
小
星
敏
行
副
市
長
、
杉
岡
芳
樹
会
頭
な
ど
も
会
場
に

駆
け
つ
け
、
祝
辞
を
述
べ
た
。


